
　太田家は、江戸時代中期より続く河
か

岸
し

問屋で、

二
に

合
ごう

半
はん

領や八
はちじょう

條領から買い集めた米を各地の米問

屋などに販売していた。また、日光道中の脇
わき

往
おう

還
かん

である下
しも

妻
つま

道
みち

と八條の渡しの接点にあったことか

ら、往来する人々の休憩や宿泊などの施設として

旅
はた

籠
ご

も兼ねていた。文
ぶん

政
せい

６年（1823）頃八條村

を訪れた津
つ

田
だ

大
だいじょう

浄がその著『遊
ゆう

歴
れき

雑
ざっ

記
き

』に「太田

家といえる酒
しゅ

楼
ろう

ありて往来する人ここに憩
いこ

はざる

はなし」とその賑
にぎ

わいを記している。

　現在の主屋は、寄
よせ

棟
むね

造りの木造二階建て瓦葺き、

出
で

桁
げた

構造で、八潮では珍しい町屋建築の建物であ

る。一階の本建部分は間
ま

口
ぐち

７間・奥行９間で表が

店と客座敷になっている。裏に生活空間と作業場

があり、平屋の作業部分の小屋組みは、梁
はり

行
ゆ

きを

二重梁とした和小屋構造である。ミセは、土間と

板敷および畳敷の三間からなり、かつて道路に面

していた南側と東側は揚
あげ

戸
ど

の構えをとり広く開放

できる仕組みとなっていた。二階の本建部分は間

口６間・奥行３間で、８畳、10畳、12畳の三室

があり、旅籠時代の名
な

残
ごり

がある。 

　住宅と蔵の建築年代を記す資料は現在までのと

ころ確認されておらず、主屋は安
あん

政
せい

２年（1855）

の大地震の際、普請中で倒壊の被害に遭い、その

後建てられたとの言い伝えも残るが、意
い

匠
しょう

的・構

造的な特徴からは、明治中頃の再建と目される。

　往時の八潮地方の河岸問屋・茶屋（酒屋）の商い

店、蔵の意匠がよく遺され、市域では稀有な商家

の間取りと河岸場の問屋の性格も有する建造物と

して貴重であり、主屋と蔵一棟が文化財に指定さ

れた。

　平成 19 年（2007）に現在の場所に移築復元

され、保存されている。

平成 11 年３月 30 日　八潮市指定有形文化財（建造物）

●八潮市大字八條 3732 番地（個人蔵）　　　
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◎公開日：第３土曜日　10時から 14 時

◎交通案内
　・八潮市コミュニティバス北ルート「和平橋」また
　　は「幸之宮橋」下車徒歩４分
　・草加駅東口または八潮駅北口からバス（八潮団地
　　行）「八潮団地」下車徒歩７分
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本図は電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成したものです。


